
下水道資源の有効利用

クリーンな水素を再生

未利用の下水道資源を活用した水素は、化石燃料に比べてクリーンな
エネルギー

技術実証※を通じ、燃料電池自動車年間延べ約２万台の水素を製造できる

など、クリーンな水素リーダー都市として福岡市も貢献

国内の下水処理場１０箇所へ展開し、水素社会の実現に貢献、環境を改善

完成イメージ

福岡市中部水処理センター

※平成26年度の国土交通省「下水道革新的技術実証事業」に採択され、
国土技術政策総合研究所の委託研究として、実規模での技術実証を実施

生活排水
など

水処理施設

汚泥処理施設

燃料電池自動車へ
活用

燃料電池自動車の普及拡大を支える！
平成３２年までの累計生産台数 全国約4万台(予定)

水素ステーション

環境改善に貢献
排気ガスは“０”に

H2

未利用の
下水道資源

排気ガス発生！！

水素製造設備

廃棄物で車が走るなんて、まる
で映画の“バック・トゥ・ザ・フュ-
チャ-”！
下水の新しい価値を創出しま
す！

福岡市長
髙島 宗一郎

福岡市

（下水バイオガスを活用） (クリーンなエネルギーを供給)

未利用の下水道資源

（普通車１台あたり１６０m 3/日排出（福岡市試算））

（写真提供：チームACP ）
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生産性革命
by インフラ
第４次重点計画
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下水から生まれるクリーンな水素で環境改善

下水道革新的技術実証事業


